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 「生きる力」という言葉がキーワードと

して学習指導要領に登場したのは、もう今

から２０年以上も前、第１５期中央教育審

議会答申を受けてのことです。しかし、考

えてみると、我々の先祖・先輩も幾多の困

難の中、それを辛抱し、乗り越え、様々な

局面を切り拓いてきたのです。まさしく、

「生きる力」の賜物です。それに比べたら

現代人の何とひ弱で脆いことでしょうか。

何かあるたびに「心のケア」という言葉が

飛び交います。心をケアすることは確かに

大事なことです。しかし、最終的に人は自

分自身でそれを乗り越える力を持たなく

ては駄目なのです。全て人任せで「自助」

の精神に欠けているのが現代人の特徴で

す。そして、何かあると人のせい、行政の

せいにしたがる輩が多いのです。 

 新たな教育の課題は、この「自助」精神

をいかに涵養するかです。自分の頭で考え、

自分の足で立つことができて初めて学校

で学んだことが社会で生かせるのです。子

供を真綿でくるむような扱いはそろそろ

やめにしないと、この国の力がどんどん弱

まるような気がしてなりません。新年にあ

たり、きりっとした気持ちで新たな局面に

臨む気構えを持ちたいと思います。 

新たな発想で、新たな局面をひらく年に 
 

               校 長 飯 田  寛          
                         

 

 

  

 

 

 平成３０年が幕をあけました。みなさ

ん、明けましておめでとうございます。そ

して、平成２９年度の締めくくりである３

学期がスタートしました。当分は寒い日が

続きますが、心にはりを持ち、志木中生ら

しく、「凛として」日々過ごしてほしいと思

います。また、３年生はいよいよ受験本番

です。体調をよりよく保ちながら、力強く

入試に臨んでくれることを期待していま

す。ご家庭におきましても、平らかな気持

ちで、温かく応援していただきたくお願い

申し上げます。 

☀ ☁ ☂ ☃ ☀ ☁ ☂ ☃ 

 新学習指導要領が告示され、中学校では

教科書検定を経て、平成３３年度（２０２

１）から全面実施されます。日本の教育は、

その時の社会情勢に鑑みつつ、絶えず「不

易」と「流行」との間を揺れ動きながら、

すすんできました。そして、今回の改訂で

は、学校教育と社会との結びつきをより強

固なものにし、学校で学んだことが社会で

よりよく活かされ、各自の自己実現への大

きな力を育成することに主眼が置かれて

います。「社会に開かれた教育課程」とはそ

のような趣旨をはらんでいます。 
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 このような教師を目指すためには、自分

の能力や人間性を常に磨き続けようとす

る努力や向上心が必要です。志木中学校で

は常日頃から、①子どもと一緒に談笑した

り体を動かしたりする中で、子どもの気持

ちをいつも敏感に感受できる力を身につ

け、学級・部活内の課題や問題をいち早く

発見し、解決するなど、子どもに軽視され

ない存在であるように心がけています。②

広い心、温かな心、柔軟な態度で子どもに

接し、「先生は頼りになるなあ」という感

情を子どもたちが抱けるような存在であ

ることを心がけています。③一人一人をよ

く理解し、公平に接し、指示を適切にし、

集団全体に規律を構築して、学校に熱気と

活気を与え、みんなの心を一つにできるよ

うに心がけています。④「自分は、まだま

だ力不足」といった謙虚な気持ちを抱き、

日々学び続けようとする求道者的な姿勢

を忘れないように心がけております。 

こういった「教えることは学ぶこと」と

いう教師の謙虚で自分に対する厳しい姿

勢が、子どもたちに伝わり、子どもたちは

自ら学び、力強く成長しております。 

 

教えることは 学ぶこと 
～学校の“目指す教師の姿”とは～ 

               教 頭 島 村 直 人          
                         

 

 

  

 

 

 「行く１月、逃げる２月、去る３月」と

いう言葉がありますが、言葉どおり１月が

あっという間に過ぎていきました。今年度

も残りわずか、総仕上げの時期を迎えまし

た。最後まで子どもとともに成長できる

「子どもの心に生きる教師」を目指して頑

張っております。 

ところで「子どもの心に生きる教師」と

は、いったいどんな教師なのでしょう？は

っきりと言えることは、指導書等のマニュ

アルだけで一方的に教え込む教師でない

ことは確かです。内容が浅く、単に面白お

かしいだけ、元気がいいだけの授業を展開

する教師でもありません。また、いつも鬼

瓦のような怖い顔をして叱りつけ、子ども

を委縮させている教師でもありません。 

心が温かく人間くささを感じる教師。子

どもへの深い愛情を持っている教師。教育

に対して強い情熱がある教師。子どもに学

び、ともに伸びていこうとする教師など。

「心に生きる教師」の要素をあげたらきり

がありません。しかし、あえて言うならば、

「子どもを成長させることが大好きで、笑

顔一杯で、心の通じ合う、頼れる、魅力あ

る先生」ということになるでしょう。 

 


